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Ⅰ．はじめに

箕面市では、平成２０年度（2008 年度）に市内全域で小中一貫教育の実施を予定している。

止々呂美小・中学校では、平成１６・１７年度大阪府「小中一貫教育推進事業」の指定を

受け、他校に先駆けて先行実施している。

本研究会は止々呂美小・中学校での研究をもとに、箕面市における９年間を見通したカリ

キュラムづくりをすることが目的である。

Ⅱ．研究テーマ

「箕面市における小中一貫教育」～９年間を見通したカリキュラムづくり～

Ⅲ．研究方法

大阪教育大学の住田勝助教授を招いて継続的に研究を続けている止々呂美小・中学校、箕

面市教育研究会中学校国語部会と連携をとりながら研究を進める。

Ⅳ．研究活動

１．４月２０日（水）

：研究員顔合わせ、昨年度の流れ（Ｈ１６年度止々呂美小中国語部会）について説明

・第４木曜日実施（講師・・住田先生 大阪教育大学助教授）

・論理的思考力を意識した国語力の育成に小中連携して取り組む

２．５月１６日（月）

：Ｈ１７年度止々呂美小中国語部会について

・ 第４木曜日実施（講師・・住田先生 大阪教育大学助教授）

・ 文学教材の系統的学習について

：箕面市教育センター小中一貫教育国語研究員の位置づけについて

・箕面市における小中一貫教育カリキュラムの研究を推進する

～止々呂美小中学校における小中一貫教育カリキュラムを参考に～

３．６月２日（木）拡大部会（止々呂美小秋月教頭出席）

：大阪教育大学住田先生より止々呂美小中Ｈ１７年度国語部会について講話

・９年間の教科書文学教材における３つの系統性について

＜小１～小４＞文学を読むための基本的な「道具」を手に入れる時期

具体・教師主導型

＜小５～中１＞ 「道具」を使いながら主体的に読み進めていく時期

具体から抽象へ・子ども主導型

＜中２～中３＞「道具」を自分のものにしたうえで「自立」した読みを主体

的に完成する時期

抽象・子ども主導型



4．８月２５日（木）

：箕面市立第三中学校倉竹先生が豊能地区小・中学校教育課程研究協議会で発表され

た資料「国語の授業で何を伝えるか」（※資料１）をもとに中学校の到達点を見通した

指導について交流

・中学校卒業までに国語科で付けるべき力が明らかとなった。

・小中連携を考えるとき、９年間を見通した子どもの育ち（指導のねらい・つけた

い力）を共有することが大切。

・まずは、小中の教師が一堂に会して交流し、お互いを知り合うことが大切。そこ

からがスタート。

・中学校の教師は小学校でどんな教材がどのように指導されているか、反対に小学

校の教師は中学校でどんな教材がどのように指導されているかを知り、自分の指

導に生かしていくことが大切。

・教材研究の大切さ。

５．９月９日（金）（住田先生、緒方指導主事参加）

＜今後課題となること＞

・小学校と中学校をつなぐ手だてを探る

人と人をつなぐ

教材と教材をつなぐ（主語・述語の学習、小学校では述語から教えた方がよい）

つなぐにあたり課題となることは何かを探っていく

・研究会で話し合われたことをどのように広めていくか

６．１０月１４日（金）（箕面市教育研究会中学校国語部会に参加）

：「国語の学びの力をどう育てていくか」－小中連携の中で－

講師：池田市教育委員会人権教育課 山際 博指導主事

①小学校と中学校をつなぐには

※中学校の教師は、小学校の文化をまず知るべき（言い換えたら小学校の教師

は中学校の文化を知ることは必要）

②小学校の文化

：学級王国

：一人の教師がすべての教科を教える

：字がきれい

：こどもを大きな声でどならない

：国語は好きな人が多い

③小学校に学ぶこと

：教材の工夫

：授業の中で、子ども同士をつなぐ工夫

◎中学校の教師は、小学校の時どんな授業を受けてきたのかをまず知ること



◎小学校の教師は、どんな力をつけてきたのか、中学校にしっかり説明すること

しかし、小学校は学級王国。担任によって教え方が違う。

小学校の教師は学校カリキュラム・学年カリキュラムという意識を持つ必要

がある。細河小学校では５・６年生で、中間・期末テストを実施した。

７．１１月１５日（火）

：止小中の２年間（３年間）の取り組みの報告資料について

・２００３年度の取り組み・・小中でつながりのある「聞く力・話す力」「書く力」の育

成に向けて

・２００４年度の取り組み・・論理的読みの力の系統性

論理的読みの力の系統性と論理的表現力の関係

・２００５年度の取り組み・・文学教材にみられる３つの系統性

（題材・作品の構成・視点の移り変わり）

◎カリキュラムづくりの到達点 「カリキュラムづくりは授業改革である」

８．１月１２日（木）

：１月２４日（火）止々呂美小中学校における授業改革研修⑪に向けて

Ａ分科会 研究授業 １３：４０～１４：２５or３０

小学校５年生 「注文の多い料理店」 柴田正次郎先生

中学校１年生 「トロッコ」 西川ひとみ先生

研究協議 １４：４５～１６：３０ 講師－住田勝先生

※止々呂美小中学校の取り組みとあわせて研究員の取り組

みについて西川教諭より報告

９．１月２４日（火）

：授業改革研修⑪Ａ分科会

【Ａ分科会（国語）】 講師：住田 勝（大阪教育大学助教授）

①これまでの研究の経過

・まずは、小学校の教師と中学校の教師が交流し、どんな教材をどのように指導して

いるかを知り合い、お互いの授業を改革していくことが大切。

・中学校国語の到達点を小学校で知り、９年間を見通した指導をしていくことが大切。

②講師の住田先生より

◇「幼・小・中の一貫、連続カリキュラム構築のための視座」（※資料２）

●幼稚園・保育所と小学校の間の断絶：小学校一年生は【ゼロ地点】ではない

・従来の小学校の教育は、子どもたちが保育所・幼稚園でどんな文学的体験をしている

かを前提として進めることがなかった。保・幼と小学校の間で情報・問題意識を共有

することが必要。

・小学校１年生は、文学的な体験はゼロではない。保育所・幼稚園で子どもたちは、た



とえば『１１ぴきのねこ』などの文学作品をごっこ遊びなど体を使って集団的に読

み味わっている。

・幼児期の文学的体験をどのように小学校の教材に接続させていくか。『おむすびころ

りん』は七五調のリズムを持ち歌うように読める作品である。また、『おおきなかぶ』

は劇化をとおして作品を読み味わうことに適している。どちらも、幼児期で培われて

きた集団性・音楽性・身体性をつかって読み味わうことができる作品といえる。

・小学校１年生の入門期には、幼児期に培ってきた力をつかって読み味わうことができ

文学作品が教材化されている。

・２年生の教材『スイミー』は、小学校で初めての本格的文学教材である。スイミーと

いう登場人物に「同化」することによって作品世界に参加することが可能となる。

小学校２年生以降では、幼児期的な体験から、作品に描き込まれた特定の人物になっ

て、その人物から見える世界を作品の構造・しかけに沿って見ていくことを体験して

いかなければならない。“「住む」から「なる」への境目となっている”ことが小学校

入門期の発達課題の一つである。

・２年生最後の読書教材『黄色いバケツ』は、同化をくぐって、異化（「見る」）へ繋が

る教材である。

●小中一貫の文学の読みの系統モデル

・中学校１年の教材『竜』『空中ブランコ乗りのキキ』は、小学校で学習してきたことの

復習教材として位置づけられる。

・『トロッコ』は、初めての小説である。物語と小説には段差がある。抽象度の高い作品

であるため子どもにとっては難解である。中学校の文学教材は時間構造が複雑化す

る。

●説明的文章教材の系統モデル

・５・６年生は急に難解な説明文となる。

・中学校１年生では小学校で学習した「説明文」や「初歩的な論説」の復習ができる教材

配列になっている。

・小学校６年生で難しくなり、中学校１年生の入門期で再び簡単な教材になっているとい

う教科書の教材配列を受け止めながら、小中一貫校としてどのように工夫していくかが

課題である。

・文学教材の“しかけ”や説明文教材の“筆者の考え”は、抽象度の高いものであり、高

学年で初めて学習するというのはしんどい。それまでに“しかけ”“筆者の考え”に注目

した読みをしているかどうか、低学年からの積み重ねが大切である。

③交流

・系統性の研究が大切だと感じた。

・教科書の配列は配慮されている。カリキュラムがきちんと組まれている。小中の段差

がうまれてくるのはなぜか。きちんと指導していれば小中一貫のカリキュラムは必要



ないということなのか。

・今まで９年間を通して教材を見る機会がなかった。小学校の中だけでも６年間を見通

す機会がない。教材を見通すという機会をまず持つことが大事である。

・知ることで、指導が変わってきた。

・止々呂美小・中学校で研究したことが少しでも他の小中学校に広がればと思う。

・国語だけでなく算数でも同じことがいえる。小中合同でする教材研究の楽しさを実感し

た。

・リテラシーという言葉は、教えられなくてもできることが生涯にわたってでき続けると

いう状態を表す概念である。

主体的な読みとは、「文学を読む方法」「読む楽しさの意味」がわかり、自分で大事だと

思ったときに身につけたリテラシーを駆使して読むことである。中学校３年生までにそ

の力をつけて社会に送り出したい。

Ⅴ．まとめ

１年間の研究を振り返り、研究員の中から出された感想を以下にまとめた。

・ 従来の小学校・中学校での授業の良さを生かしながら、互いの良さを取り入れてい

く方向で授業改善に取り組むべきである

・ 互いを知るためには、授業を見合うことが有効な手段である。

・ 研究は、まずは子どもの実態からスタートし、その学校の人的資源等を活かした特

色あるものにするべきである。方法や内容が子どもの実態に即しているのか、確か

めながら進めていかなければならない。そのためには、授業実践を通して検証して

いくことが大切である。

・ 教材研究をして明らかになったことを共有し、さらに授業改善につなげていくため

には、９年間を通して子どもたちにつけたい力を、目に見える形に整理する必要が

ある。

また、大阪教育大学助教授の住田勝先生からは今後の研究について次のような提言をいただ

いた。

【今後の研究課題について：住田勝先生より】

中期（小学校５年生～中学校１年生）のくくりの中で、一貫性を持った教育課程を考え

ていくに当たり、そこには児童期と思春期という子どもたちの上に現れる発達段階の大き

な節目が横たわっている。その節目をまたいでいく中期はそれ故、またぎ方として丁寧な

設計をする必要があると考えられる。

具体的にいうと、児童期的な読み物（文学や説明文）を読む力をいったん点検・復習す

る単元と、中等教育的な教材性を持った作品とのスムーズな出会いを組織する単元をカリ

キュラムの中に取り入れていくということである。

子どものこころと体が大きく変動する節目は、子どもたちの国語学力の変動の節目でも



あり、それ故そこを一貫性を持ってスムーズにつないでいくことに意義がある。

「これまでの学力」をきちんとチェックし、つまずきがあればそれを補う。その上で「こ

れからの学力」の形成のための、すこしこれまでとは異なった取り組みへと導入していく。

小学校１年生が幼児期と児童期の端境期であるとすると、中学校１年生もまた、児童期と

思春期の端境期であり、その意味で「二度目の入門期」と捉えられる。



（※資料１）

平 成 １ ７年 度 （ 2005 年 度 ） 豊 能 地 区 小 ･中 学 校 教 育 課程 研 究 協 議 会

２００５．８．２９（月）

国語の授業で何を伝えるか

箕面市立第三中学校 倉竹 千佳子

【全体の概要】

Ⅰ はじめに （１）はるばる来つるものかな

（２）自分自身が力をつけるのに役立ったもの

（３）学校って何だろう

（４）中学校の国語

Ⅱ 「中学校 国語」の場で何を伝えるか

（１）その教材で何を伝えるか 例 現代文（説明的文章 文学的文章）

韻文 古典 作文

（２）国語の「授業」をどう考えているか

（３）表記すること

（４）「文」の読みとり方

（５）辞書の引き方をマスターする

Ⅲ 終わりに（お勧めしたい本）

Ⅰ はじめに

（１）はるばる来つるものかな・・試行錯誤の繰り返し

○戸惑い・・何を教えてよいのかわからない

○斎藤喜博（武田常夫）、大村はま

朝あけて 船より鳴れる 太笛の こだまは長し なみよろふ山 （茂吉）

× 木を見て森を見ず

（２）自分自身が力をつけるのに役立ったもの

○先輩の先生方、同僚の先生方、教科会議

○出会った生徒たち



○実力テスト、定期テストなどテスト問題の作成と採点

◎府教育センターでの研修・・日中の研修。生徒の気持ちがよくわかる。

○市 〃 研修

○その他、さまざまな研修・・市教研、教育課程協議会、関西俳人協会（句会）等

（３）学校って何だろう

日本の社会で生きていくための基盤をつくるところ

（詳しくは、後掲の、この書名の本をお読みいただくとよくわかります）

（４）中学校の国語

○義務教育（後期）・・社会性・日本文化の刷り込み

○社会人として生きていくための「言語」の教育をするところ

●言語の四つの機能－－認識・思考・想像・伝達

（Ｈ１１年度 府教委 新教育課程説明会）

●「四つの力」を鍛え、伸ばす場

読む力・・正確に 読む（一字一字押さえる気持ちで）

早く 読む（スピード）

味わって読む（ 線を引いて）

書く力・・「読む力」と表裏をなす

読み手との「対話」、書く内容の把握、論理的展開

（奈良教育大学 棚橋 尚子先生 のお話より ）

聞く力・・集中力、持続力、まとめる力、聞きながら考える力

話す力・・「場」・「聞き手」を読みながら、内容、構成、テンポを

短時間に整える

（大村はま 『日本の教師に伝えたいこと』より）

○入試（高校、大学）も一つの到達点

● 分かっていることを得点化する力をつける（資料１「国語答案の書き方」）

●「塾」に行っていない生徒が損をしないようにしたい。

● 古典、漢文の基礎の徹底 （高校に進学後の生徒の感想）

● 表現技法・・「高校生としては常識として持っていてほしい」(高校の先生談)

○教師と生徒の「力」の差

●中学生は１０年以上、「日本語」を使って生活してきている。

●小学校で「国語」の学習をしてきている。

●教師と生徒の「力」の差は、他教科に比べて小さい？



・現代文・・「読めばわかる」 興味を失う

・『走れメロス』の生徒の感想

●国語の教師は、国語が好き、得意だった（そうでない生徒もいる）

○「□□先生から○○ということを教わった」と残る授業をしたい。

国語が得意な生徒の勘やセンスに頼る授業をしたくない。

（大村はま他 『教えることの復権』に感銘を受けました。遠く、及びませんが）

Ⅱ 「中学校 国語」の場で何を伝えるか

（１）その教材で何を伝えるか

○その教材を教えて満足していないか？

○国語としての目標をはなさない

（大村 はま 『日本の教師に伝えたいこと』）

読めばわかる・・生徒は興味を失う

◎「授業には、発見・驚きがなければならない」

例 （資料２ 長文の読み取り方）

○題名読み （→ 作文の指導・・「テーマ文は一つ」

○段落の構成（序論、本論、結論） 段落の役割り（問題提起、具体例 など）

○段落のはじめのことば キーワード、キーセンテンス（骨になる文）

○具体と抽象の読み分け 事実と意見の読み分け 比較と対照

○指示語とその答え方

※資料３ 『ことばが輝くとき』２枚

例

○５Ｗ１Ｈ 登場人物、あらすじ、事件（大、小）、 テーマ

○段落構成（起承転結） ○伏線 ○情景描写→心情（象徴） ○表現技法

○比較・対照 ○視点→ なりきり作文

＊『そこに僕はいた』・・「気になった一文」を抜き出して短冊に書いて黒板に貼る

その後、その理由を各自発表する。（資料４ ２枚）

（箕面五中 渡部 洋子先生の実践報告を参考にして）

例

○日本語の豊かさを伝える ○暗唱 ○表現技法

○少ないことばから、想像でふくらませて、情景・心情を読みとる

○そのアプローチの方法

現代文 説明的（論理的）文章

韻文 詩 短歌 俳句

韻文 詩 短歌 俳句



●季節はいつ？ 一日のうちいつ？ 作者はどこにいて、何を見ている？

●感じられる色彩は？

＊全員起立させて、一人、一言必ず発言する。→ 着席

その詩に関連することなら、何でもＯＫ。 （感想、わからないところ、ＯＫ）

内容が同じであっても、表現が違えばＯＫ。（よく聞いていないとダメ）

例

○古典に親しませる ○昔の人の考え方・感じ方を知る

○日本語の豊かさを伝える ○日本語のリズムを味わう（暗唱） ○表現技法

○資料５「古文読解のために」 資料６「平家物語 敦盛の最期（敬語）」

例 （担任として文章を書かせることのほうが多いが）

○テーマ文は一つ ○段落構成 ○「読み手」を意識させる

○話しことばと書きことば ○原稿用紙の使い方 ○ 文字・ことばの正しさと美しさ

○「自分らしさ」の出る作文（切り口の新鮮さ） ○良い作品を紹介する

（２） 国語の「授業」をどう考えているか

○確かな知識が土台になければ、深い理解はできないと考えている。

◎感覚ではなく、何らかの形あるものとして伝えたい。(たとえ｢How to｣であっても)

◎授業には発見・驚きがなければならない。

◎自分一人で読んだ時には分からなかったことがわかる授業、たくさんの人数で読ん

だからこそ深まる授業を目指したい。

「教えるとは問うことである」（武田常夫『真の授業者を目指して』）

講義型・・積極的受け身 （教材や場面に応じて）

劇場型・・生徒一人ひとりの活動・発表 両方とも必要

○「『先生の指示通りにすると自分は伸びる』とわかると、生徒の意欲は向上する」

（大阪教育大学 名誉教授 中西 一弘 ）

○まずは、参加させることが大切・・それだけでも力はつく（「つかみ」の大切さ）

○授業の流れが単調にならないように

聞く時間 考える時間 作業の時間 発表の時間

（３）表記すること

○ノートのとり方・・情報処理能力の一つと考える（プリントの処理も含めて）

●早く・正しく・美しく・・一目で文字をつかむ量を多くする練習

（前掲 中西 一弘 ）

古 典

作 文



●余白の美（項目ごとのまとまり）、書き出しの高さ、 工夫（メモ）

●ノート他流試合・・他人のノートを見る機会。生徒は喜ぶ。（資料７、資料８）

（大阪教育大学 附属高校(天王寺) 教諭 中西 一彦 ）

●文法のノートにページ数をうち、目次を作らせたこともある。

○漢字の力をつける

●新出漢字は丁寧に教える（部首、画数を意識させる）

●練習・・大きく書かせて、丁寧にチェックする（一生のうちで、最後の機会だ）

●漢字テスト・・練習をチェックした後で。「書き」のみを口頭で出題。

○かな遣い・・文法と関連づけて

動詞の送りがなは活用語尾からが原則。ダ行のヂ、ヅは連濁の時に。 など

（４）「文」の読みとり方－－重文や複文の読解の練習

資料９ 齋藤 孝 『日本語ドリル』 宝島社

（５）辞書の引き方をマスターする（特に漢和辞典）

資料 10 自分を見つめる（Ｈ８年度 府センター 中学校国語研修Ａまとめ より)

Ⅲ 終わりに

教育実習に行った時、教師になりたてのころ、「何を教えればいいのだろう」と、本当

に途方にくれたことを今でもありありと覚えている。それからもずっとこの問いは私の頭

から離れたことはない。ここ数年、「この教材は、○○を教えるのに適しているのではな

いか」と、やっと思えるようになってきた。これまでに、実に多くの先生方からお教えい

ただいたおかげだと感謝している。今度は、この発表が、どなたかのヒントになれば幸い

である。（多くの方が、こんなことあたりまえと一笑に付されるかもしれないが……）

なお、すでに自家薬籠中のものとなり、どなたからお教えいただいたか不確かなものも

あり、これは断っておりません。失礼の段、お許しください。

以下に、参考にしている本、お勧めしたい本を掲げます。

「学校って何だろう」 苅谷 剛彦 講談社（1998 年)

学校の図書館でふと目にした本ですが、ひきつけられました。学校の果たす役割りが

中学生にもよく分かるように説明されています。なるほどと、学校現場にいながらも

気付かなかったことを指摘され、頭の中が整理されました。不登校ぎみの生徒も読ん

でいました。どんな感想を持ったのか知りたかったですが、聞けませんでした。



「教えることの復権」 大村 はま、苅谷 剛彦・夏子 ちくま新書

苅谷 夏子さんは、大村 はま先生の教え子です。中学生時代のことをしっかり覚え

ておられて、その立ち場からの発言が新鮮でした。授業時間が余った時「ごほうびと言

ってお話をしてくださるの。それがとてもうれしかった。ごほうびが、お話なんですよ

すごいでしょ。」という発言に、新任のころ、ベテランの先生が新学期になさるお話が

とてもおもしろいと目を輝かせて話していた生徒がいたことを思い出しました。自分の

力のなさを自覚し、早く年をとりたいと思ったことも。大村 はま先生はやはりすばら

しいです。「民主々義の担い手をつくろう」と、「話す力」「聞く力」をつける授業を

なさっています。頭が下がります。

「これで古典がよくわかる」 橋本 治 ちくま文庫

「和漢混交文は現代の文章のルーツ」と、鎌倉時代の「徒然草」にスポットを当てて説

明。漢字の伝来・漢文から現代の文章への文体の変遷がとても上手に説明されており

もっと若い時にこの本に出会いたかったと残念に思った本です。

「日本語ドリル」 齋藤 孝 宝島社

英語のように、意識的にトレーニングすべきところはあるなあと思えます。ドリル問題

を解いてみてください。生徒がつまづくところがよくわかります。

「中学の『現代文』を１週間で攻略する本」 向山 洋一編 ＰＨＰ研究所

「中学の『古典』 を 〃 」 〃 〃

この２冊、「How to 本」を侮ってはいけないと強く思いました。この手の本として

は、今まで出会った本の中で、秀逸です。

本日の発表とは無関係ですが、ぜひお読みいただきたい本です。

「バッテリー（ Ⅰ ～Ⅵ ）」 あさのあつこ 角川文庫他

Ⅳ巻～はまだ文庫化されていませんが、ここからがもっとおもしろい！ 野球に

打ち込む少年が、百人一首の歌を会話の中にポンポンはさむのです。思春期の人間の汚

い心がいっぱい描かれているところもいいと思いました。

「スラムダンクな友情論」 齋藤 孝 文春文庫

題名の浅薄さに惑わされてはなりません。深い内容です。中３生ぐらいの内容です。



（※資料２）

授業改革研修⑪（兼：小中一貫教育研修）資料

2006 年 1月 24日（火） 於 箕面市立止々呂美小・中学校

大阪教育大学 住田勝

幼・小・中の一貫、連携カリキュラム構築のための視座

● 幼稚園／保育所と小学校の間の断絶：小学校一年生は【ゼロ地点】ではない
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児童期 幼児期

→『11 ぴきのねこ』 ごっこあそびの中で集団での読み味わい、読み深まりが身体的、集団的に生成

される（幼児期的読解の姿）。【住む】

→『スイミー』 書き言葉によって綴られたテクスト。その作品に描き込まれた「スイミー」という登場人物

になることで作品世界への参加が可能になる作品。【なる】

→『黄色いバケツ』（光村2年上読書単元）同化をくぐった異化へ【見る】



● 小中一貫の文学の読みの系統モデル

○ 前 期 （ 小 １ 〜 小 ４ ） 入 門期 ＋ 文 学 の さ ま ざ ま な 構 造や し か け に 乗 り な が ら 豊

かな文学的体験を繰り返す。（触れる）

○中期（小5〜 中 １ ） そ う し た 構 造や し か け を 意 識的 自覚的 に 使 っ て み る こ と で よ り 豊か な

文学の読みの成功体験を積み重ねる。（慣れる）

○後期（中2〜 中 ３ ） 自覚化 さ れ た 文 学 の 構 造や し か け を 己 の 文 学 的 認識と し て 血肉 化 し 、

それを駆使して自立的な読書主体として立上がる。（使う）

● 説明的文章教材の系統モデル

 1年 〜 4年：1年生のはじめに入門期を置くものの、序論本論結論の基本的組み立てを

もった明快な説明文教材。

 5年・6年：急に論理的展開にバリエーションや破格があらわれたり、テーマが難解

になったり、わけても、筆者のものの見方考え方が前面に押し出される教材へとシフ

ト。論説化。特に6年生では、抽象性が高まり、思想性や哲学性が強調される。

 中1：1〜 4年でやってきたいわゆる【説明文】の復習。

筆者の考えが前面に出てくる5年6年の【初歩的な論説】の復習。

 中2〜 ： さ ま ざ ま な タ イ プ の 【 論説文 】 の 学 習 。 高等 学 校 論説評論へ 。


























